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亜寒帯海域の温暖化による海洋動物プランクトン重要種Calanus finmarchicusの成長促進 

 

近年、西スピッツベルゲン海流 (West Spitsbergen Current: WSC) を介して北極海に運ばれる大西洋水

(Atlantic water: AW) の水温が上昇していることが報告されている。本研究の対象種である Calanus 

finmarchicusはWSCにより北極海に輸送されており、魚類や海鳥など高次栄養段階生物の餌として利用

されるため、当海域の海洋生態系において重要な種である。C. finmarchicus は水温上昇に伴い、個体数

が増加することと、成長速度が速くなることが報告されている。AW の水温上昇により C. finmarchicus

の成長が促進されると、北大西洋の海洋生態系の構造が変化すると予測できるため、水温上昇に対する

本種の応答を調査することが重要である。そこで本研究は、2001年から 2011年の 11年間において、 

C. finmarchicusの個体数と個体群構造の変化を明らかにし、WSCにおける環境変数との関係性を解明す

ることを目的として行った。 

調査は 2001年から 2011年の 6月末から 7月初めの 3週間に、WSCの計 132地点において行った。動

物プランクトンは、目合い 180 µmのWP-2ネットを用いて、水深 0–200 m間の 3層鉛直区分採集によっ

て得た。水温や塩分は採集と同時に CTD によって測定し、クロロフィル a濃度は衛星データから取得

した。試料は 4%ホルマリンで固定し、大型の分類群は除去した。C. finmarchicusは発育段階ごとに計数

し、成体は雌雄の同定も行った。試料中のノープリウスは種まで同定できなかったが、サイズ、採集深

度などからC. finmarchicusであると推定した。本研究では、北緯74度を境界として北部と南部を定義し、

比較を行った。C. finmarchicusの発育段階組成について、水理環境データを伴うLINKTREE分析により

クラスター分けを行い、SIMPER分析により類似性に寄与した発育段階を解析した。また、冗長性分析 

(RDA) を用いてC. finmarchicusの発育段階組成と環境変数との関係を評価した。さらに、水温と発育段

階別の個体数の関係を示すため、一般化加法モデル (GAM) を用いてRDA図に水温値をプロットした。 

C. finmarchicus の個体数について、調査海域の南部は北部よりも個体数が多い傾向があり、これは水

温に起因していた。また発育段階組成は、温暖年 (2006年、2007年、2009年) と寒冷年 (2001年、2004

年、2010年) で顕著な違いがあり、温暖年および南部では C5などの後期発育段階が多く、寒冷年およ

び北部ではノープリウス幼生および C1–2 などの初期発育段階が多かった。RDA の結果、C5 の個体数

が水温 6℃以上で増加するのに対し、C1–4の個体数は水温の上昇に伴って減少することが分かった。こ

れは、水温上昇により産卵時期の早期化や成長が促進されたことを示唆している。このことから、WSC

の南部において十分な餌が供給されれば、夏の終わりに成体に成長し二度目の産卵をする可能性が示唆

された。このようなC. finmarchicusの個体群構造の変化は、本種を餌とする高次栄養段階生物にも影響

を与え、海洋生態系を変化させる可能性がある。 
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